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皆様、グランドフォークスだより 5月号をお送り致します。 

 

グランドフォークス 

アメリカでは海外からの留学生となる東海大学の学生にも希望者にワクチン

接種を実施してくれています。ファイザー、モデルナ、JJ（ジョンソン・エン

ド・ジョンソン）と選択が可能です。接種後 48 時間は実機訓練が出来ないの

で１回接種の JJを希望する学生もいます。副反応は若い人に出る確率が多いと

言われていますが、JJ は接種後ファイザーやモデルナは２回目接種後約 12 時

間後から発熱、疲労、筋肉痛等症状が現れ始め約２４時間後経過して治まって

くるパターンが多いようです。市中でも薬局やワクチン接種特設会場の様なと

ころで希望者に予約無しにワクチンを接種してくれワクチンの選択も可能です。

PCRや抗原（Rapid）検査も引き続き希望者対象に実施されています。 

５月上旬のレストランではマスクを付けた店員が対応してくれていましたが

６月にはマスクをしている店員は居なくなりました。 

下記の URL をクリックするとグランドフォークスの天気が確認できま す。

(http://www.weather.gov/fgf/) 

http://www.weather.gov/fgf/


 

屋内グラウンドを利用した PCR/抗原検査会場 

   
 

訓練状況 

 6 月上旬にはグランドフォークスでは記録的な気温 39℃まで上昇した日もあ

りました。気温が上昇するとエンジン出力が下がり双発機での 1 エンジン訓練

では充分な上昇率が確保できなく、高温のため訓練キャンセルとなった日もあ

りましたが、訓練は順調に進んでいます。 



 密を避けるため禁止されていたオブザーブ（後席からの見学）も 5/15 から

出来るようになり積極的に有効に活用出来るようになっています。 

 

訓練内容と訓練状況 

 

6/10における各期の訓練状況です。 

 

12-2期 15名、 

日本ライセンス事業用⑥：7名。 

日本ライセンス計器飛行証明⑦：3名。 

5名は UNDでの全課程を修了しています。 

 

13−1期 25名、 

アメリカ計器飛行③：5名。 

アメリカ事業用（単発）④：13名。 

アメリカ事業用（多発）⑤:7名。 

 

13−2期 16名、 
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アメリカ自家用①：7名。 

アメリカ基本計器飛行等②：9名。 

 

14-1期 27名、 

アメリカ自家用①：27名。 

22名が First Solo実施済みです。 

 

保護者の方へ  

訓練進捗状況は学生本人に聞いて頂くのが原則ですが、大学へメールにて問い

合わせて頂ければお知らせ致します。 

(メールアドレス:fly-tokai@tsc.u-tokai.ac.jp)  

技能審査員更新試験 
昨年は訓練中断で実施できていなかった技能審査員更新審査（2 年に１回実施

される）が GFK に於いて 5/20〜6/5 に渡り実施されました。日米両国で自主

隔離期間が設定されている状況下で航空局の試験官にお越し頂き、延べ 10 人

の審査を実施して頂きました。東海大学では現在７名の技能審査員がいます。

天候等の事由で 1 人は延期となっていますが、1 名以外更新審査は無事終了し

ています。次回は 7月に予定されています。 

 

14-2期居住予定アパート 
GFK滞在学生人数は 3期 70名程度で、訓練修了者の後に新規者が入っていく

のが通常です。しかし今年 9月より 14-2期が増え約 100名の滞在者となりま

す。新規のアパートを見てきました、写真にて紹介致します。 

現在滞在中の学生達も同じような部屋です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 


